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接種群)を対照とした。創作成 1 、 6 、 12 時間、 1 、 3 、 5 、 7 、 10 日後に組織を摘出し、再上皮化率、





【結果】 1) 創部への緑膿菌接種により、創作成後 24 時間をピークとして創部に好中球が集積し、
創作成 3 日目の上皮化、表皮細胞の分裂、血管新生の促進がみられた。 2) 緑膿菌接種により、創作
成 24 時間以内に創部ホモジネート中の TNF-aがmRNA および蛋白レベルで、検出された。 3) 非接種







がみられ、さらにこれらの現象は TNF-αを投与することにより回復した。 5) TNF-a中和抗体投与に
より、緑膿菌による治癒促進と創部への好中球集積活性化の阻害がみられた。 6) 表皮細胞の分裂や
























膿菌を接種せずに閉鎖環境においた創(非接種群)を対照とした。創作成 1 、 6、 12 時間、 1 、 3、
5 、 7、 10 日後に組織を摘出し、再上皮化率、表皮細胞の分裂、血管新生、好中球集積、サイト





的に関与することを明らかにした。また、官.w・α産生は bFGF と MMP-13 の発現を活性化するこ
とにより、表皮細胞の分裂や血管新生を促し、増殖期にも関与することが示された。今回の結果
から、局所炎症反応の増強による治癒の促進が確認され、炎症反応をターゲットとした新しい創
傷治療の可能性が拓かれたといえる。
本研究は、創傷治癒機転を新たな視点から検討した研究である。着眼点がユニークであるだけ
でなく、その着眼点を実証するために必要な実験がなされており、臨床応用が期待できる。
よって、本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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